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今
か
ら
約
3
年
前
、
明
石
に
引
っ
越
し
て
き
た
私

は
前
々
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
た
明
石
焼
き
を
初
め

て
食
べ
た
。

　
う
わ
さ
に
は
聞
い
て
い
た
が
、
香
り
豊
か
な
だ
し

に
浸
し
た
、
ふ
ん
わ
り
と
柔
ら
か
い
生
地
、
そ
し
て

中
か
ら
出
て
き
た
弾
力
の
あ
る
タ
コ
の
お
い
し
さ
に

驚
い
た
。

　
こ
の
明
石
焼
き
に
使
わ
れ
て
い
る
明
石
ダ
コ
は
、

明
石
海
峡
の
速
い
潮
流
と
豊
富
な
餌
に
よ
り
、
旨
味

が
強
く
身
が
引
き
締
ま
っ
た
明
石
が
誇
る
日
本
一
の

タ
コ
で
あ
る
。

　
し
か
し
、近
年
は
海
の
貧
栄
養
化
な
ど
の
影
響
で
、

タ
コ
に
限
ら
ず
イ
カ
ナ
ゴ
や
ノ
リ
な
ど
の
漁
獲
量
減

少
や
品
質
劣
化
な
ど
、厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　
豊
か
な
海
を
取
り
戻
し
、
明
石
が
魚
の
ま
ち
と
し

て
ま
す
ま
す
に
ぎ
わ
う
よ
う
、
市
議
会
も
地
元
漁
業

関
係
者
や
市
と
力
を
合
わ
せ
、
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

問�　
未
来
あ
る
子
ど
も
や
若

者
が
夢
を
か
な
え
る
た
め

に
必
要
な
活
動
資
金
を
支

問�　
災
害
時
の
情
報
取
得
手

段
の
一
つ
で
あ
る
防
災
ネ

ッ
ト
あ
か
し
の
登
録
促
進

方
法
や
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
聞
く
。

答�　
防
災
ネ
ッ
ト
あ
か
し
は
、

登
録
す
る
と
災
害
な
ど
の

緊
急
情
報
が
メ
ー
ル
で
届

き
、
音
を
聞
き
取
り
づ
ら

い
高
齢
者
や
聴
覚
障
害
者

に
効
果
的
な
情
報
伝
達
手

段
だ
が
、
全
て
の
市
民
へ

の
周
知
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
今
後
は
障
害
当
事
者

団
体
や
高
齢
者
団
体
に
登

録
方
法
の
サ
ポ
ー
ト
等
を

行
う
と
と
も
に
、
誰
で
も

簡
単
に
防
災
情
報
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
今
年
10
月

に
開
設
し
た
明
石
市
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
の

周
知
に
努
め
る
。
な
お
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
持

た
な
い
人
に
は
各
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
と
情
報
共
有

を
行
い
地
域
の
協
力
体
制

を
構
築
し
て
い
く
。

問�　
明
石
川
上
流
部
で
高
濃

度
の
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

（
以
下
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
が
検

問�　
改
正
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
や
住
宅
セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト
法
の
改
正
に
伴

う
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど

賃
貸
住
宅
に
入
居
が
困
難

な
住
宅
確
保
要
配
慮
者
へ

の
支
援
に
つ
い
て
聞
く
。

答�　
法
改
正
に
よ
り
、
賃
貸

住
宅
へ
の
転
居
費
用
の
確

保
が
難
し
い
高
齢
者
等
へ

の
補
助
の
創
設
や
住
ま
い

の
総
合
相
談
窓
口
設
置
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
住
宅

確
保
要
配
慮
者
が
円
滑
に

賃
貸
住
宅
へ
入
居
で
き
る

必
要
性
が
高
ま
る
中
、
居

出
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

発
生
源
を
特
定
し
市
民
等

へ
の
影
響
を
把
握
す
べ
き

と
考
え
る
が
市
の
認
識
は
。

答�　
明
石
川
上
流
域
を
管
轄

す
る
神
戸
市
と
は
、
こ
れ

ま
で
神
戸
市
・
明
石
市
環

境
部
局
間
定
期
情
報
連
絡

会
議
な
ど
を
通
じ
て
、
再

三
に
わ
た
り
発
生
源
の
特

定
を
働
き
掛
け
、
情
報
共

有
を
図
っ
て
き
た
が
、
い

ま
だ
に
明
確
な
発
生
源
は

特
定
で
き
て
い
な
い
。

　

�　
市
民
等
へ
の
影
響
を
把

握
す
る
血
液
検
査
の
助
成

は
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
血
中
濃

度
と
健
康
へ
の
影
響
に
関

す
る
科
学
的
知
見
が
不
十

分
で
あ
る
た
め
現
時
点
で

は
考
え
て
い
な
い
が
、
国

に
対
し
て
は
、
健
康
や
環

境
に
関
す
る
基
準
の
明
確

化
と
と
も
に
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
を
要
望
し
て
い
く
。

援
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
、

（
仮
称
）
明
石
若
者
み
ら

い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
創
設

し
な
い
か
。

答�　
本
市
は
、
明
石
独
自
の

５
つ
の
無
料
化
な
ど
、
こ

ど
も
を
核
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
重
点
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。（
仮
称
）
明

石
若
者
み
ら
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
子
ど
も
や
若
者

が
将
来
的
な
可
能
性
を
引

き
出
す
チ
ャ
ン
ス
を
得
ら

れ
る
な
ど
意
義
が
あ
る
。

一
方
、
応
募
す
る
子
ど
も

た
ち
の
多
種
多
様
な
夢
の

選
定
基
準
の
配
慮
や
、
す

で
に
実
施
し
て
い
る
こ
ど

も
夢
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
給
付
型
奨
学
金
の
支
給

等
の
支
援
に
加
え
、
新
た

な
財
源
確
保
の
課
題
が
あ

る
。
今
後
は
先
進
市
の
事

例
を
調
査
・
研
究
し
子
ど

も
や
若
者
の
意
見
も
聞
き

な
が
ら
検
討
を
進
め
た
い
。

問�　
本
市
は
小
学
校
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
設
置
し
て
い
る
が
、

市
立
幼
稚
園
に
は
小
学
校

と
の
近
接
を
理
由
に
設
置

し
て
い
な
い
。
国
は
Ａ
Ｅ

Ｄ
に
よ
る
電
気
シ
ョ
ッ
ク

を
心
停
止
か
ら
５
分
以
内

と
推
奨
し
て
い
る
。
市
立

幼
稚
園
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
に

つ
い
て
市
の
見
解
を
聞
く
。

答�　
幼
稚
園
で
は
小
学
校
と

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
共
用
し
て
お
り
、

ほ
と
ん
ど
の
園
で
５
分
以

内
の
対
応
が
可
能
だ
が
、

再
度
、
余
裕
を
持
っ
て
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
使
用
で
き
る
か
ど

う
か
確
認
し
、対
応
す
る
。

な
お
、
各
幼
稚
園
の
教
員

は
慌
て
る
こ
と
な
く
救
命

活
動
を
行
う
た
め
毎
年
数

人
ず
つ
市
民
救
命
士
講
習

を
受
講
し
訓
練
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
小
学
校
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
が
一
目

で
分
か
る
地
図
を
作
成
し

幼
稚
園
に
掲
示
す
る
な
ど

必
要
な
と
き
に
使
用
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
く
。

子どもの夢をかなえる
新しい行政サービスの創設は
若者等の意見を基に検討

市
立
幼
稚
園
に

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置

�

市
の
見
解
は

減
少
傾
向
に
あ
る

 

本
市
の
消
防
団
員

�

確
保
の
取
り
組
み
は

高
齢
者
や
障
害
者
等

賃
貸
住
宅
入
居
へ
の

�

支
援
の
取
り
組
み
は

明石川の有機フッ素化合物
市民への影響を把握するため
国に基準の明確化を要望

西明石地域のまちづくり
優先順位にこだわらず
できるところから着手

問�　
市
が
示
し
た
西
明
石
地

域
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

第
３
弾
と
し
て
西
明
石
駅

北
側
エ
リ
ア
に
取
り
組
む

と
し
て
い
る
。
同
エ
リ
ア

は
西
明
石
活
性
化
推
進
協

議
会
野
々
池
地
区
を
中
心

に
上
ケ
池
公
園
を
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

協
議
が
進
め
ら
れ
、
そ
の

要
望
書
が
市
に
提
出
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。
地
域
か

ら
具
体
的
な
提
案
が
あ
っ

て
も
ま
ち
づ
く
り
の
優
先

順
位
は
変
わ
ら
な
い
の
か
。

答�　
本
市
は
、
地
域
住
民
が

主
体
と
な
り
、
上
ケ
池
公

園
の
活
用
を
中
心
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
協
議
が
進

ん
で
い
る
こ
と
を
承
知
し

て
い
る
。
今
後
は
、
提
案

書
の
内
容
を
確
認
し
、
過

去
に
旧
国
鉄
清
算
事
業
団

用
地
を
第
２
弾
、
駅
北
側

を
第
３
弾
と
し
て
取
り
組

む
と
し
た
優
先
順
位
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
対
応
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
ん
で

い
く
。

問�　
減
少
傾
向
に
あ
る
消
防

団
員
確
保
の
取
り
組
み
は
。

答�　
本
市
の
消
防
団
員
は
定

数
１
０
４
０
人
に
対
し
９

７
２
人
で
充
足
率
93
％
と

全
国
平
均
86
％
、
県
下
平

均
91
％
を
上
回
る
状
況
だ
。

消
防
団
員
を
確
保
す
る
た

め
、
令
和
２
年
度
に
定
年

年
齢
、
４
年
度
に
報
酬
等

を
引
き
上
げ
た
。
ま
た
、

広
報
あ
か
し
に
消
防
団
活

動
の
特
集
を
掲
載
す
る
な

ど
各
種
広
報
媒
体
を
積
極

的
に
活
用
し
、
消
防
団
も

地
域
行
事
や
自
治
会
を
通

し
て
勧
誘
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
地
元
消

防
団
が
防
災
訓
練
に
参
加

し
、
活
動
内
容
を
説
明
す

る
ほ
か
、
消
防
局
が
ト
ラ

イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
で
中
学

生
に
消
防
団
活
動
を
説
明

す
る
な
ど
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
も
消
防

団
と
協
力
し
て
団
員
確
保

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

緊
急
情
報
届
く
防
災
ネ
ッ
ト
あ
か
し

�

高
齢
者
や
聴
覚
障
害
者
へ
登
録
促
進
を

住
支
援
の
強
化
、
推
進
を

福
祉
や
住
宅
施
策
が
連
携

し
て
図
る
重
要
性
を
認
識

し
て
い
る
。
今
後
は
、
既

存
の
地
域
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
や
生
活
福
祉
課
の
相

談
窓
口
を
住
ま
い
の
相
談

に
対
応
で
き
る
体
制
に
整

備
す
る
な
ど
、
居
住
支
援

に
係
る
取
り
組
み
の
強
化

を
図
っ
て
い
く
。　

地域の要望 上ケ池公園の活用を

小学校の設置場所を地図で明確に

▽
採
択
さ
れ
た
請
願
△

　
〇�

生
涯
を
通
じ
た
国
民
皆
歯
科
健
診
の
実
現
を
求
め
る
請
願

　
〇�

小
学
校
給
食
費
の
保
護
者
負
担
軽
減
及
び
無
償
化
予
算
確

保
を
求
め
る
請
願

　
〇�

少
人
数
学
級
の
実
現
と
教
職
員
定
数
の
増
員
並
び
に
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
を
も
と
め
る
た
め
の
、
２
０

２
５
年
度
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
の
請
願

▽
不
採
択
と
な
っ
た
請
願
△

　
〇�

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
健
康
リ
ス
ク
と
健
康
被
害
状

況
の
国
民
へ
の
周
知
と
健
康
被
害
者
へ
の
救
済
強
化
を
国

に
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
請
願

　
〇
小
学
校
給
食
の
無
償
を
求
め
る
請
願

請　願請　願
　

意
見
書
２
件
を
可
決
し
、
政
府
・
関
係
機
関
に
送
付
し

ま
し
た
。
以
下
は
そ
の
要
旨
で
す
。

◎
生
涯
を
通
じ
た
国
民
皆
歯
科
健
診
の
実
現
を
求
め
る
意

見
書

１　
早
期
に
法
改
正
を
行
う
こ
と
。

２�　

制
度
設
計
等
に
関
す
る
具
体
的
な
検
討
を
進
め
る
に
当

た
っ
て
は
、
地
方
自
治
体
を
は
じ
め
関
係
者
の
意
見
を
十

分
に
酌
み
取
る
こ
と
。

３　
国
に
お
い
て
十
分
な
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

４�　

歯
科
疾
患
の
発
症
や
再
発
、
重
症
化
予
防
の
た
め
の
総

合
的
な
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
。

◎
少
人
数
学
級
の
実
現
と
教
職
員
定
数
の
増
員
並
び
に
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

１�　
中
学
校
で
の
35
人
学
級
編
制
を
実
現
す
る
こ
と
。
ま
た
、

さ
ら
な
る
学
級
編
成
基
準
の
引
き
下
げ
等
少
人
数
学
級
に

つい
て
検
討
す
る
こ
と
。

２�　
学
校
の
働
き
方
改
革
・
長
時
間
労
働
是
正
を
実
現
す
る

た
め
、
教
職
員
定
数
の
増
員
な
ど
を
推
進
す
る
こ
と
。

３�　
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
は
か
る
た
め
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合
を
引
き
上
げ
る

と
と
も
に
、
必
要
な
財
政
政
策
を
講
じ
る
こ
と
。


